
 
おすすめ公演 ワンポイント紹介   詳しくは 文化の家チラシ などをご覧ください 

演劇  あとは野となれ山となれ 
作：水谷龍二  演出：高瀬久男 

出演：竹下景子  宇梶剛士  岸田 茜 

 

 

 

 

 

 

 

 

大衆演劇を舞台に繰り広げられる人情喜劇の決定版！  

１１月１日（金） １９：００開演  １８：３０開場 

森のホール  

指定席  前売 フレンズ会員 ３，３００円  一般 ３，８００円 

     当日  フレンズ会員・一般 ４，０００円 

自由席 前売・当日  フレンズ会員・一般 ３，０００円 

学生 ２，０００円 

赤城万里子。プロゴルファー

と結婚し息子が一人いる。 

夫は愛人宅に入り浸り、息子

はまともに働かない。当年と

って５５歳の万里子は家を飛

びだした。「専業主婦に見切り

をつけて離婚覚悟の大決心 

あとは野となれ山となれ」 

人
生
八
十
年
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
生

き
ら
れ
な
く
て
も
、
と
っ
く
に
人
生
の
折
り
返
し
地

点
を
通
過
。 

今
ど
き
流
行
り
の
「
自
分
探
し
」
を
す
る
気
は
さ

ら
さ
ら
な
い
け
れ
ど
、
少
々
考
え
て
し
ま
う
こ
の
ご

ろ
で
す
。 

ま
だ
ま
だ
子
ど
も
の
学
費
が
か
か
っ
て
経
済
的

に
大
変
な
年
齢
で
も
あ
り
、
仕
事
も
家
の
こ
と
も
忙

し
い
。
時
間
は
自
分
で
作
り
だ
す
も
の
と
分
か
っ
て

は
い
る
が
毎
日
毎
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
、

暑
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
寒
く
な
り
…

の
く
り
返
し
で
す
。 

行
っ
て
み
た
い
場
所
、
聴
き
に
行
き
た
い
コ
ン
サ

ー
ト
、
観
て
み
た
い
絵
画
や
映
画
や
舞
台
、
読
み 

た
い
本
、
習
っ
て
み
た
い
こ
と
、
欲
は
限
り
な
く
あ

り
ま
す
。 

 

お
金
や
時
間
の
こ
と
を
考
え
る
と 

全
部
は
無
理

で
す
が
、
少
し
ず
つ
楽
し
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
文
化
の
家
は
、
交
通
費
も
か

か
ら
ず
手
頃
な
価
格
で 

芝
居
や
音
楽
を
楽
し
め
る

素
敵
な
場
所
。
大
迫
力
の
吹
奏
楽
、
初
め
て
観
た
タ

ン
ゴ
、
俳
優
さ
ん
を
間
近
で
目
に
し
た
演
劇
。
そ
の

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が 

た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。
文
化
の
家
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
企
画
を
待

っ
て
い
ま
す
。 

まわってつなごうアートとハート １０/１２(土)  >>> １０/２７(日) 

メイン会場   文化の家（館内各所） 

オープニングイベント 

１０/１２(土)  >>> １３(日) 

 ながくてをアートに染める、２つの企画 

どこでもアート 

作家が展示室を飛び出して市内

のいろんな場所で展示をします 

まちＮＡＦ 

アトリエやギャラリー、こだわりの 

お店が、この期間だけの催しや

展示をします 

舘野 泉＆ラ・テンぺスタ室内管弦楽団(フィンランド) 

７７歳のピアノ協奏曲 

Ｐｒｏｇｒａｍ  吉松隆：左手のためのピアノ協奏曲 

                        「ケフェウス・ノート」作品１０２ 

                      吉松隆：ＮＨＫ大河ドラマ「平清盛」より 

                         遊びをせんとや・海鳴 ピアノソロ 

                      ヴィヴァルディ：四季 

                      池辺晋一郎：ピアノ協奏曲第３番 

                        西風によせて ～ 左手のために 

（世界初演） 

            １１月８日（金）１９：００開演 １８：３０開場 

森のホール 全指定席 

前売  フレンズ会員 ３，５００円  一般４，０００円 

                学生 ２，０００円 

当日  フレンズ会員・一般 ４，５００円   学生 ２，５００円 

 

 《室内で聴こう！》シリーズ２０１３ 【クラシック編】 

カルテットの魅力は一生モノ！ 
 １０月１０日（木）   ラヴェル：弦楽四重奏曲へ長調 

  １２月２６日（木）  ショスタコーヴィチ： 弦楽四重奏曲 第３番へ長調 

  ３月１３日（木）   シベリウス： 弦楽四重奏曲ニ短調「親愛なる声」 

          ２０：００開演  １９：３０開場  全自由席 

会場：１０月１０日 展示室   １２月２６日・３月１３日 美術室 

                  入場料： １回 １，０００円 

 川柳が流行っているとか。私も「猫川柳」を始めました。川

柳といってもただ５７５を並べただけでオチなどにはこだわ

りません。「猫川柳」なので、猫に興味のない人は、なんのこ

とかと思うでしょうが、猫好きの人にはピンときて、拙い句で

も「これ、あるある」と大いに盛り上がります。「まぐろ猫 廊

下に１匹 揚がってる」「鍵しっぽ 幸せひっかけ うちの子に」 

                           み 

ＮＡＦアトリエマーケット２０１３ 

ガレリア・オータム コンサート 


